
◎ 逃げ遅れゼロに向けた避難対策の推進

1

[010202]

危機管理防災課 R６予算

◎ 危機管理防災体制の強化 
【新】
2

[010105]

消防課 R６予算

◎ 火山防災対策の推進

3 火山対策事業費
[010201]

危機管理防災課 R６予算

　　　※ 【新】：新規事業局長からの提案、意見等反映事業　　【共】：県民参加型予算（提案・共創型）
　　　　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業　　【選】：県民参加型予算（提案・選定型）
　　　　　【集】：知事との県民対話集会での提案、要望等反映事業

危機管理部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

「逃げ遅れゼロ」プロジェクト
の推進事業費

全県の「逃げ遅れゼロ」の推進に向けて、災害を自分のこととして考えていただ
く取組を推進するとともに、自助・共助の促進や避難所環境の改善に取り組み
ます。

　　　・信州防災アプリの利用促進による「逃げ遅れゼロ」意識の向上
【新】・AR（拡張現実）を活用した研修・防災訓練等の促進
【拡】・信州大学との連携による防災人材の育成（「令和元年台風災害から
　　　　５年、防災人材育成等の報告会」の開催等）
　　　・避難所TKB（トイレ・キッチン・ベッド）の改善による避難所環境の向上

　*信州防災アプリダウンロード数（累計）：15,219件（2021年度）→55,000件（2024年度）

21,909 R５当初 23,731

新型インフルエンザ等対策
行動計画改定事業費

14,496 R５当初 0

今後の感染症危機に備えるため、新型コロナウイルス感染症対応の取組の成
果と課題を取りまとめた上で、新型インフルエンザ等対策行動計画の改定を行
います。

　　・新型コロナウイルス感染症対応・検証記録集の作成
　　・新型インフルエンザ等対策行動計画の改定

県全体の火山防災力の強化及び火山防災意識の向上を図るため、火山専門
人材を配置するとともに、御嶽山噴火災害から10年の節目を迎えるに当たっ
て、火山防災関連シンポジウムの開催支援や「信州　火山防災の日」記念
フォーラムの開催等を実施します。

【新】・火山専門人材の配置
【新】・NPO法人日本火山学会による火山防災関連シンポジウムの開催支援
　　　　（木曽地域）
【新】・「信州　火山防災の日」記念フォーラムの開催（小諸市）
　　　・御嶽山火山マイスターの認定、支援

*御嶽山火山マイスター数（累計）：18人（2021年度）→32人（2024年度）

17,923 R５当初 23,532

10 (危機管理部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 防災情報基盤の整備

4

[010101]

消防課 R６予算
[債務負担行為額]

◎ 地域防災力の強化
【新】
5

[010104]

消防課 R６予算

6

[010202]

危機管理防災課 R６予算

◎ 消防体制の充実・強化

7

[010103]

消防課 R６予算

【集】
8 消防団充実強化支援事業費

[010102]

消防課 R６予算

防災行政無線設備更新
事業費

*更新工事の計画的な実施率：100%(2024年度)

1,038,218 R５当初 564,514
[4,467,937] [債務負担行為額] [126,533]

県全体の『危機管理力』向
上事業費

*地域防災力・危機対応力の評価：77市町村及び県(2024年度)

8,723 R５当初 0

命を守る一人ひとりの防災
対策強化推進事業費

能登半島地震を踏まえ、県民一人ひとりに備蓄や家具の転倒防止などの防災
対策の再確認を呼びかけるとともに、住宅を購入する若い世代などに地震保
険加入や住宅耐震などの自助による備えを緊急かつ集中的に周知します。

【新】・TV・Web等を活用した一人ひとりの防災対策の啓発
【拡】・地震等災害保険・共済の加入促進

3,743 R５当初 450

消防防災航空体制再構築
事業費

更なる安全運航体制を確保するため、遭難救助を想定した民間航空会社での
緊急操作訓練等の実施により隊員の技術の向上を図ります。

【拡】・シミュレーターや実機による訓練・研修

*消防防災ヘリコプターの安全運航

124,212 R５当初 273,907

今後の消防団の充実強化と団員の環境改善に資するためアンケート調査を実
施するとともに、団員確保と理解促進を図るため、団員カードの電子化を行い
ます。

【拡】・消防団員の意識や活動実態を把握するアンケートを実施
【拡】・紙配布している『信州消防団員カード』の電子化

*信州消防団員応援ショップ：1,260件（2022年度）→1,296件（2024年度）

10,050 R５当初 6,238

災害時に、迅速かつ確実な情報の収集及び伝達を行うため、衛星系防災行政
無線の機能高度化を図るとともに、老朽化した設備を更新します。

【拡】・防災行政無線衛星系県庁局・端末局の更新

各種データに基づき消防団員の確保や訓練の実施などの地域防災力を総合
的に評価するとともに、能登半島地震を踏まえ、孤立集落の発生や多数の避
難者発生などのリスクに対する危機対応力を総合的に評価し、市町村及び県
の危機管理力の向上を図ります。
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◎ 持続可能な地域公共交通の確保・維持
【集】
1

[021001]

交通政策局交通政策課 R６予算

【新】【地】【集】
2

[021001]

交通政策局交通政策課 R６予算

【集】
3

[021001]

交通政策局交通政策課 R６予算

【集】
4

[021001]

交通政策局交通政策課 R６予算

　　　※ 【新】：新規事業局長からの提案、意見等反映事業　　【共】：県民参加型予算（提案・共創型）
　　　　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業　　【選】：県民参加型予算（提案・選定型）
　　　　　【集】：知事との県民対話集会での提案、要望等反映事業

企画振興部　

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

高速乗合バス路線確保
事業補助金

長野・飯田間を結ぶ高速乗合バス路線（みすずハイウェイバス）の確保・維
持を図るため、当該路線の運行を支援します。

　　　・事業主体　　アルピコ交通株式会社、伊那バス株式会社、
　　　　　　　　　　　 信南交通株式会社
　　　・対象経費　　みすずハイウェイバスの運行に要する経費
　　　・補助率　　　 10/10以内

*輸送人員：50,000人(2024年度)

50,471 R５当初 0

県有民営による幹線バス
路線確保対策事業費

県内バス路線の基盤強化を図るため、県がバス車両を購入し、地域間幹線
バス路線を運行する乗合バス事業者に貸与します。

　　　・車両購入台数　　10台（R5：7台）
　　　・R6貸与先　　　　 長電バス株式会社（2台）
　　　　　　　　　　　　　　 アルピコ交通株式会社（5台）
　　　　　　　　　　　　　　 千曲バス株式会社（1台）
　　　　　　　　　　　　　　 上田バス株式会社（1台）
　　　　　　　　　　　　　　 信南交通株式会社（1台）

*地域間幹線バスの１日当たり輸送量：22.9人(2024年度)

295,689 R５当初 200,837

ドライバー等人材確保支援
事業費

持続可能な地域公共交通・物流を実現するため、バス・タクシー・トラックドラ
イバー等の人材確保に向けた取組を支援します。

　　　・求職者向けのマッチングイベントの開催
　　　・地域就労支援センターに「運輸業界」相談窓口を設置
【新】・他都道府県から移住してバスドライバーに就業する者に対し、
　　　　移住経費を支援（一人あたり最大50万円）

*求職者向けセミナーの参加者：100人(2024年度)

*他都道府県から移住するバスドライバー：20人(2024年度)

17,105

地域連携ICカード導入支援
事業補助金

県内公共交通機関におけるキャッシュレス化を推進するため、県内の乗合
バス事業者等が行う地域連携ICカードの導入を支援します。

 　 　・対象経費　地域連携ICカードの導入に要する経費
　  　・補助率     1/3以内

*地域連携ICカード導入に対する支援受入地域数：2地域(2024年度)

231,308 R５当初 31,176

R５当初 0
[R5.11月補正] [4,055]
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事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【新】【集】

5

[021001]

交通政策局交通政策課 R６予算

【集】
6

[021001]

交通政策局交通政策課 R６予算

【新】【集】
7 大糸線利用促進事業費

[021002]

交通政策局交通政策課 R６予算

【新】【選】
8

[021002]

交通政策局交通政策課 R６予算

交通DXによる公共交通
利用転換事業費

自家用車から公共交通への転換を図るため、交通DXの推進により公共交
通の利便性向上に取り組みます。

【拡】・バスロケーションシステム、デジタルサイネージ導入の検討
  　　・オープンデータ化推進のための研修会の開催

*研修会開催：2回(2024年度)

2,591 R５当初 1,980

交通空白地における輸送
確保支援事業費

交通空白地における輸送の確保を図るため、自家用有償旅客運送（交通空
白地有償運送）を始めようとしているNPO法人等を支援します。

　　　・県内における交通空白地の調査
  　　・自家用有償旅客運送の事業開始に係る経費の補助
　　　　　事業主体　NPO法人、社会福祉法人等
　　　　　対象経費　車両購入費、法定講習受講料等
　　　　　補助率　　 1/2以内

*自家用有償旅客運送（交通空白地有償運送）の新規登録件数：5件(2024年度)

5,233 R５当初 0

令和6年3月の北陸新幹線の敦賀延伸を契機としてJR大糸線の本格的な利
用促進に取り組むため、沿線市町村とともに行う旅行商品の造成等の経費
の一部を負担します。

6,000 R５当初 0

*JR大糸線（南小谷-糸魚川間）の輸送密度：
　108人/日（2022年度）→130人/日（2024年度）

地域資源を活用した小海線
利用促進事業費

JR小海線の維持・発展を図るため、地域資源を活用した利用促進に取り組
みます。

　　　・登山、自転車等のアウトドアアクティビティ利用者向け列車の運行
　　　・移住者、観光客向けに沿線の魅力を紹介する小冊子の作成

*アウトドアアクティビティ利用者向け列車の利用者数：900人（2024年度）

*沿線の魅力を紹介する小冊子の配布部数：3,000部（2024年度）

9,615 R５当初 0

13 (企画振興部-2)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【集】
9

[021002]

*木マクラギのコンクリート化の数：約6,000本（2024年度）

*車両更新：4両分(2024年度)

交通政策局交通政策課 R６予算

【集】
10

[021002]

交通政策局交通政策課 R６予算

◎ デジタル・最先端技術の活用の推進
【新】
11

[020301]

*伴走支援実施市町村数：20市町村（2024年度)

DX推進課 R６予算

【集】
12

[020301]

DX推進課 R６予算

地域鉄道安全性向上支援
事業補助金

地域鉄道の安全性を確保するため、地域鉄道事業者が行う設備整備を支
援します。

  　　・対象経費　木マクラギのコンクリート化（緊急対策分を含む）、
　　　　　　　　　　　レール交換、新型車両の導入等に要する経費
    　・補助率　　 1/6以内

446,078 R５当初 478,587
[R5.9月補正] [8,333]

利用者にやさしい駅舎の
整備事業補助金

鉄道駅のバリアフリー化を推進するため、鉄道事業者が行うバリアフリー設
備整備を支援します。

【拡】・対象経費　スロープ（付帯設備を含む）、
　　　　　　　　　　 内方線付き点状ブロック等の設備整備に要する経費
　　　・補助率　　 1/6以内

*スロープ、内方線付き点状ブロック等新設駅数：3駅（2024年度）

9,900 R５当初

デジタル・最先端技術活用
推進事業費

県・市町村が足並みを揃え地域社会のDXに取り組むため、外部デジタル人
材を活用したアドバイザーチームによる伴走支援を実施します。

　  　・市町村のDX推進状況の把握や共通する課題の解決に向けた助言等

35,611 R５当初 0

19,500

信州次世代空モビリティ
活用推進事業費

山岳地特有の地域課題を解決するため、ドローンや空飛ぶクルマ等の
次世代空モビリティの社会実装に向けた環境を整備するとともに、
県民の理解促進を図ります。

【新】・次世代空モビリティ（ドローンや空飛ぶクルマ）活用のメリットや将来像
　  　  を県民にお伝えし、利活用の機運醸成を図るイベント等を開催
【新】・信州におけるドローンの先端活用モデル創出に向けて、
　  　  企業・団体が行う実証実験等に要する経費を助成

*イベント回数：1回以上（2024年度)
*補助件数：2件（2024年度)

48,890 R５当初 3,898

14 (企画振興部-3)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

13

[020301]

DX推進課 R６予算

14 DX人材育成・誘致事業費
[020301]

DX推進課 R６予算

◎ 地域活力の維持・発展

15 地域振興局事業費
[020602]

*支援金を新たに活用した団体数：97団体(2024年度)

*推進費を活用した事業における成果指標のうち、達成したものの割合：

  74%(2024年度)

地域振興課 R６予算

デジタル活用支援推進
事業費

誰もがデジタル化の恩恵を受けられる社会の実現のため、デジタル活用に
不安のある高齢者等の支援を行います。

 　　　・スマートフォンの基本的な扱い方から、スマートフォンを利用した
　  　  行政手続等に関する助言や相談を行う講習会の開催

*講習会開催市町村数（累計）：50市町村（2023年度）→58市町村（2024年度）

5,307 R５当初 5,307

多様なDX人材を育成・誘致するため、セミナーやコンテスト等の開催により、
DX人材候補が共に成長できる機会を創出するとともに、その取組を全国に
発信します。

　  　・DX人材が持つ知見・経験等を集約したシリーズ型セミナーを実施
　  　・信州未来アプリコンテスト０（ZERO）の実施

*イベント実施回数：4回以上（2024年度）

8,700 R５当初 9,149

地域の強みや特性を最大限に生かした地域活性化を図るため、多様な主
体による自主的・主体的な取組を支援するとともに、地域振興局長がリー
ダーシップを発揮し、現地機関が一体となって施策に取り組みます。

  　　・地域発 元気づくり支援金を活用した地域の元気を生み出す取組の
        支援
  　　・地域振興推進費を活用した地域課題解決のための事業の実施

774,581 R５当初 815,338

15 (企画振興部-4)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

【選】
16 県民参加型予算事業費

[020602][080101]

地域振興課
山岳高原観光課 R６予算

17 地域活性化推進事業費

[020601]

*特定地域づくり事業協同組合制度の活用検討会開催市町村数：

 4市町村(2024年度)

地域振興課 R６予算

18

[020601]

地域振興課 R６予算

県民等の新たな発想や問題意識を取り入れ、県予算を共に創り上げるた
め、県民参加型予算（提案・選定型）を実施します。

　　　【新】上田地域ワイン・ツーリズム拠点整備・創出事業
　　　　　　・駅、宿泊施設等へのサーバーなどワイン提供機器の導入支援
　　　　　　　により、訪れる観光客等が当地域のワインを気軽に楽しめる環
　　　　　　　境を構築
　　　　　　・遊休不動産を活用した事業アイデアと起業家等とのマッチング
　　　　　　　により、新たなワイン関連ビジネスを創出
　
　　※その他の県民参加型予算（提案・選定型）は、予算計上部局の
　　　 主要事業一覧に記載しています。

*駅におけるワインサーバーでの有料試飲者数：1,500人以上（2024年度）
*見学ツアーに参加する起業家・出資者：10名以上(2024年度)

9,608 R５当初 23,379

輝く農山村地域創造推進
事業費

地域ぐるみの意欲的な活動で成果を挙げている市町村として選定した、飯
綱町・根羽村に対し、輝く農山村地域創造に向けて、財政的支援や地域づ
くりの専門家による伴走支援などを実施します。

　　　【新】・輝く農山村地域創造に向け、市町村に対する財政的支援により
　　　　　　　取組を加速化
　　　　　　・地域づくり支援組織による市町村の取組への伴走支援等

*輝く農山村地域の創造に取り組む市町村数（累計）：3市町村(2024年度)

43,298 R５当初 9,082

地域の課題を自主的・主体的に解決しようとする取組の推進のため、地域づ
くりの担い手の活動支援や育成、特定地域づくり事業協同組合制度の活用
促進を行います。

　　　【新】・県で地域おこし協力隊員を配置し、市町村協力隊員の活動
　　　　　　　事例の見える化や協力隊員・隊員OBOGのつながりを強化
【新】【地】・特定地域づくり事業協同組合制度の活用を促進するため、
　　　　　　　設立検討段階から運営支援まで一貫した支援を実施

*市町村地域おこし協力隊員の定着率：85%(2024年度)

23,091 R５当初 15,921

16 (企画振興部-5)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

19

[020701]

  達成したものの割合：60%(2024年度)

地域振興課 R６予算

◎ 信州まつもと空港の利便性向上と更なる活性化の推進
【地】【集】
20

[021101]

*国内定期便利用率：66.2%(2022年度)→70.0%(2024年度)

*国際チャーター便就航数：0便(2022年度)→24便(2024年度)

交通政策局松本空港課 R６予算
[債務負担行為額]

【新】【地】【共】
21

[021101]

交通政策局松本空港課 R６予算

22 沖縄県との交流促進事業費
[020102][021101]

総合政策課

交通政策局松本空港課 R６予算

市町村の広域連携推進事
業費

市町村の持続的・効果的な行政サービスの提供に資するため、国の支援制
度が適用されない地域において、市町村が広域的に連携して実施する事業
に対して助成します。

　　　・対象地域　北アルプス地域　5市町村、木曽地域　6町村
　　　・補助率　 　1/2以内

*市町村の広域連携推進事業交付金を活用した事業における成果指標のうち、

36,000 R５当初 36,000

信州まつもと空港における
賑わい創出事業費

航空便利用者だけでなく、空港来訪者や地域住民にとって親しみのある空
港とするため、ジェット化開港30周年を契機としたイベント開催や空港の魅
力を伝えるフォトスポットを制作・設置し、賑わいを創出します。

　　　・ジェット化開港30周年を契機とした魅力向上事業の実施

*魅力発信フォトスポット設置：1か所(2024年度)

9,115 R５当初 0

信州まつもと空港利活用・
国際化推進事業費

信州まつもと空港の発展・国際化を推進するため、発着路線の利用促進や
拡充に取り組むとともに、安全・安心な空港に向けた管理運営を行います。

【地】・広告宣伝活動や旅行商品造成支援等による国内線の利用促進
【拡】・国際チャーター便の誘致及び国際乗継便の利用促進
　　　・空港施設・設備の整備、修繕及び保守管理等の実施

445,167 R５当初 778,337
[1,431,430]

令和5年3月に締結した沖縄県との交流連携協定を踏まえ、沖縄県との交流
を一層拡大するため、チャーター便の運航を促進するとともに、官民一体の
トップセールス等を実施します。

　　　・チャーター便を利用した旅行商品造成支援及び広告宣伝費助成
　　　・官民一体となったトップセールス等による沖縄県との関係強化

*沖縄チャーター便の就航便数：20便(2022年度)→26便(2024年度)

11,349 R５当初 11,253

17 (企画振興部-6)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 移住・交流の推進
【集】

23 移住・交流推進事業費

[020801]

信州暮らし推進課 R６予算

【新】
24

[020901]

国際交流課 R６予算

◎ 少子化・人口減少対策の推進

25

[020101]

総合政策課
こども若者局次世代サポート課 R６予算

◎ EBPMの推進

26 EBPM推進事業費
[020201]

統計室 R６予算

移住者や二地域居住者を県内に呼び込むため、仕事と暮らしをセットにした
情報発信や移住者受入体制の充実に取り組むとともに、地域の空き家利活
用を推進するための取組を展開します。

　　　・田舎暮らし「楽園信州」推進協議会と連携した移住セミナー等の開催
　　　・NPO法人ふるさと回帰支援センターとの連携
　　　・地域と強いつながりを持つ関係人口構築に向けたプログラム等の実
        施
【新】・地域で空き家利活用に取り組む専門人材を育成するための研修の
        実施

*移住相談件数：4,593人(2022年度)→3,800人(2024年度)

*移住イベント参加者数：752人(2022年度)→850人(2024年度)

60,349 R５当初 53,105

在ブラジル長野県人会創立
65周年等記念事業費

ブラジル・サンパウロ市で開催される在ブラジル県人会創立65周年記念式
典等に出席し、祝意を表するとともに、県人会との交流を行います。

12,749 R５当初 0

少子化・人口減少対策戦略
検討会議開催事業費

少子化を食い止め、人口減少に対応するため、市町村や地域の様々な関
係者と連携し、県民の希望をかなえる少子化対策及び今後の人口減少を前
提とした社会づくりを検討します。

　　　・少子化・人口減少対策戦略検討会議の開催

1,209 R５当初 1,348

客観的な根拠（データ）に基づく政策立案（EBPM）を一層推進するため、職
員に対しデータを活用した課題解決の進め方や、分析手法に関する知識・
技術の普及を図ります。

　　　・EBPMによる課題解決のためのモデル構築及び活用の推進
　　　・専門家による実践の支援
【拡】・職員向けデータ分析研修等の実施

*研修受講者数：120人(2023年度)→240人(2024年度)

8,526 R５当初 12,118

18 (企画振興部-7)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 県民等の立場に立った広報の推進

27 発信力強化事業費
[020503]

*研修実施回数：10回（2024年度)

*民間の専門人材による個別事業への助言：50回（2024年度)

広報・共創推進課 R６予算

【新】 　

28 LINE公式アカウントによる
情報発信事業費

[020503]

*LINE公式アカウントによる発信回数:年60回以上（2024年度）

広報・共創推進課 R６予算

◎ 協働・共創の推進

29 共創推進事業費
[020502]

広報・共創推進課 R６予算

行政が「伝える」広報を県民等が「知りたい」広報に転換するため、民間の専
門人材の知見を活用しながら長野県広報取組指針等の職員への浸透や個
別事業の発信力強化を推進します。

　　　・職員研修の実施
　　　・広報取組指針アドバイザーの配置
　　　・広報コミュニケーションプランナーの配置

2,442 R５当初 2,495

県民等が自ら情報を取りにいかなくても、自分の知りたい県公式ホームペー
ジなどの県政情報を受動的に入手できるようにするため、LINE公式アカウン
トによる情報発信を行います。

　　　・年代や関心等の属性に応じて情報を発信するセグメント配信などの
　　　　機能を有するLINE公式アカウントの開設
　　　・友達登録者数を増やすための広報活動の実施

8,800 R５当初 0

県民や企業、団体などと連携・協働した課題解決を一層進めるため、様々な
仕組み等を活用した共創の推進に取り組みます。

　　　・共創推進パートナー（民間専門人材）を活用した施策を推進
　　　・包括連携協定企業と県とが互いの課題を共有し共創分野を模索する
　　　　共創セッションを開催
　　　・効果的な県民参加型予算（提案・共創型）を実施・構築するため
　　　　コーディネーターによる伴走支援を実施
　　　・企業や団体などが参画し新たな発想や問題意識を取り入れ、
　　　　共に創り上げた県民参加型予算（提案・共創型）を、令和6年度

　　　　予算案へ反映※

　　　※予算計上は各部局で実施

*共創セッションへの企業数　12社（2023年度）→15社（2024年度）

6,920 R５当初 8,889

19 (企画振興部-8)



◎ 県有施設の省エネ化・長寿命化の推進

1 中長期修繕・改修事業費
[030802]

財産活用課 R６予算
[債務負担行為額]

2

[030802]

財産活用課 R６予算
[債務負担行為額]

3

[030802]

財産活用課 R６予算
[債務負担行為額]

4

[030802]

財産活用課 R６予算

5 県有施設浸水対策事業費
[030802]

財産活用課 R６予算
[債務負担行為額]

390,984 R５当初 291,460
[448,531] [債務負担行為額] [363,200]

災害拠点施設等における浸水対策を強化するため、止水板設置工事等を実
施します。

合同庁舎受電設備等改修
事業費

306,687 R５当初 5,654

公用車への電気自動車の導入を推進するため、電気自動車用充電設備設置
のための設計及び工事を実施します。

　・設計　２施設、工事　３施設

県有施設照明ＬＥＤ化事業
費

県有施設の省エネルギー化を推進するため、照明設備のＬＥＤ化のための設
計及び工事を実施します。

　・設計　36施設、工事　７施設

*県有施設ＬＥＤ化によるCO2削減量:1,540ｔ-CO2（2027年度）

145,112 R５当初 769,567
[799,210]

県庁舎省エネルギー改修
事業費

建築から100年以上使用できる県庁舎を目指すとともに、省エネルギー化を推
進するため、ＺＥＢ化に向けた照明ＬＥＤ化の工事及び空調設備の設計を実施
します。

*県庁舎ＬＥＤ化によるCO2削減量:172t-CO2（2026年度）

624,413 R５当初 0
[820,493]

　　　※ 【新】：新規事業局長からの提案、意見等反映事業　　【共】：県民参加型予算（提案・共創型）
　　　　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業　　【選】：県民参加型予算（提案・選定型）
　　　　　【集】：知事との県民対話集会での提案、要望等反映事業

総務部

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

1,828,450 R５当初 1,728,754
[1,071,833] [債務負担行為額] [204,984]

令和3年3月に策定した「施設の中長期修繕・改修計画」に基づき、県有施設
の長寿命化等を図るため、計画的に修繕・改修工事等を実施します。

　・他部局予算額を含めた全体事業費　3,270,580千円

20 (総務部-1)



事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

◎ 県有地の有効活用

6

財産活用課 R６予算

◎ 真に役立つ県組織を目指した組織風土改革「かえるプロジェクト」の推進
【新】
7 職員人材育成強化事業費

[030501]

職員キャリア開発課 R６予算

【新】
8

財産活用課

コンプライアンス・行政経営課 R６予算

新しい働き方実現のための
オフィス改革事業費

創造的かつ効率的な働き方への転換を促進し、県民サービスの向上を図るた
め、業務の内容に応じて働く時間や場所を自ら選択して働く「ＡＢＷ」（Activity
Based Working）の概念を取り入れたオフィス改革を推進します。

41,936 R５当初 0

かえるプロジェクトにおける検討を踏まえ、職員が「明るく・楽しく・前向きに」
働ける環境づくりを進めるため、喫緊の課題解決に向け研修を強化します。

　・本庁の課室長等を対象としたマネジメントスキルアップ研修の実施
　・係長が心理的安全性の確保等について学ぶマネジメント基礎研修の
    実施
　・若手職員のやりがいを醸成する研修の実施

*キャリア形成研修の活用度：75.4点以上

*リーダー養成研修の活用度：73.7点以上

13,008 R５当初 0

県庁周辺県有地等有効活
用事業費

14,838 R５当初 15,495

県警本部庁舎の整備を含め、多様な行政需要に的確に対応するため、県庁
周辺の県有地等の有効活用に向けた「県庁周辺の整備方針」を策定します。

21 (総務部-2)



◎ 県民生活の安全確保
【集】
1 交通安全推進事業費

[040302]

くらし安全・消費生活課 R６予算

2 消費生活安定向上事業費
[040301]

くらし安全・消費生活課 R６予算

◎ 文化芸術の振興
【集】
3 文化芸術振興事業費

[040101]

文化政策課 R６予算

県民文化部

事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

交通事故のない安全で安心な県民生活を実現するため、関係団体等と連携
し、自転車の安全な利用や高齢ドライバーの事故防止対策等を推進します。

　　　・長野県交通安全運動推進本部・地方部による啓発活動等の実施
　　　・高齢ドライバーへの安全運転サポート車の普及啓発、運転能力の
　　 　低下に対する「気付き」を促す講習会講師の養成
　　　・交通事故相談所を通じた被害者等への相談及び助言の実施
　　　・自転車用ヘルメットの購入支援や着用啓発活動の実施

48,048 R５当初 19,654

R５当初 1,840,3892,014,324

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

　　　※ 【新】：新規事業局長からの提案、意見等反映事業　　【共】：県民参加型予算（提案・共創型）
　　　　　【地】：地域振興局長からの提案、意見等反映事業　　【選】：県民参加型予算（提案・選定型）
　　　　　【集】：知事との県民対話集会での提案、要望等反映事業

消費生活の安定・向上のため、消費者教育・啓発を実施するとともに、市町村
消費生活相談体制を支援します。

　　　・県民が自主的かつ合理的に行動できる「自立した消費者」となるため、
　　　　消費者大学や出前講座を実施
　　　・事業者との協働による県民のエシカル消費の実践につながる取組の
　　　　推進
　　　・市町村消費生活相談員や窓口担当者に対する研修及び技術的支援
　　　　の実施
　　　・県警・市町村・関係団体と連携した電話でお金詐欺（特殊詐欺）被害
　　　　防止対策の推進

135,414 R５当初 127,179

［Ｒ5.9月 補正］ [15,223]

*交通事故重傷者数：511人(2023年)→500人以下(2024年)
*高齢ドライバーによる交通事故件数：1,469件(2023年)→1,293件以下(2024年)
*自転車用ヘルメット着用率：80%（2024年度）

*消費者大学・出前講座等受講者数：14,327人(2022年度)→22,000人(2024年度)
*エシカル消費を理解している人の割合：12.8%(2022年度)→23.7%(2024年度)

*信州アーツカウンシルの連携・協働・協力団体数：
　47団体(2022年度)→100団体(2024年度)
*県立文化会館ホール利用率：61.7%(2022年度)→70.0%(2024年度)
*県立美術館の企画展・常設展観覧者数：257,000人(2024年度)

誰もが文化芸術と触れあい、文化芸術があらゆる分野に生かされるよう、「第2
次長野県文化芸術振興計画」に基づく文化芸術施策を展開します。

　　　　・信州アーツカウンシルによる助成、相談・助言、様々な主体との
　　　　　連携・協働
　　　　・セイジ・オザワ 松本フェスティバルを共催
　　　　・北アルプス国際芸術祭2024の開催支援
　　　　・県立文化施設の適正な管理運営の実施
　　　　・県民文化会館とウィーン楽友協会との姉妹提携40周年記念事業
　　　　・県立美術館における企画展等の開催
　【新】・飯田創造館の閉館に伴う南信州広域連合会館（仮称）の改修支援 等
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

◎ 若者の結婚・出産・子育ての希望実現
【集】
4 結婚・子育て応援事業費

[040601]

こども若者局次世代サポート課 R６予算

【集】
5 子育て支援推進事業費

[040702]

こども若者局こども・家庭課 R６予算

【集】
6 保育士確保等対策事業費

[040702]

こども若者局こども・家庭課 R６予算

*県と市町村等の結婚支援事業による婚姻件数：
　105件(2022年度)→112件(2024年度)

324,524 R５当初 295,720

少子化に歯止めをかけるため、結婚・子育ての希望をかなえることができる環
境を整備します。

　　　・若者に広域的な出会い・交流の場を提供するため、メタバースを活用
　　　　した地域・業種を超えたイベント等を開催
　　　・新婚世帯等の経済的負担軽減のため、結婚応援パスポート及び結婚
　　　　新生活支援制度の利用を促進
　　　・子育ての経済的負担軽減、機運醸成等のため、「ながの子育て家庭
　　　　優待パスポート」利用促進や、男性の育児参画推進に係る取組を拡充
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

社会全体で子どもたちの育ちを支え、次世代を担う子どもたちが安心して暮ら
すことが出来る社会を実現するため、子育て支援を総合的に実施します。

　　　・妊娠時から出産・子育て期に伴走型支援と経済的支援を一体的に
　　　　実施する市町村の取組を支援
【拡】・３歳未満児の保育料について、第３子以降を無償化、第２子を半額に
　　　　軽減するほか、低所得世帯への支援に取り組む市町村を支援
　　　・医療的ケアを必要とする児童の受入体制整備を支援
【新】・子ども・子育て応援市町村交付金を創設し、市町村が行う未就学児を
　　　　育てている家庭の負担軽減に資する取組を支援
　　　・信州の豊かな自然環境と多様な地域資源を活用した「信州やまほいく
　　　　（信州型自然保育）」の普及を推進

*信州やまほいく認定園が所在する市町村数：
　43市町村(2022年度)→57市町村(2024年度)

1,255,160 R５当初 423,212

保護者が安心して子どもを預けられる環境を整備するため、保育士の確保に
取り組むとともに、保育の質の向上に取り組む保育所等を支援します。

【拡】・保育士人材バンクを「保育士・保育所支援センター」に改組し、キャリア
　　　　アドバイザーの伴走支援により、潜在保育士の復職支援を強化
【新】・保育士希望者を増加させるため発信力を強化するとともに、県外保育
　　　　士の就職活動に係る旅費等及び移住に係る費用を支援
　　　・0、1歳児の保育士を国基準以上に配置する私立保育所へ助成

*保育士加配に係る補助実施市町村数：20市町村（2024年度）

250,195 R５当初 195,134

*就業希望者のマッチング数：22人（2022年度）→100人（2026年度）
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

◎ 子ども・若者が夢を持てる社会の創造
【集】
7 子ども・若者育成支援事業

費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R６予算

8 長野県大学生等奨学金事

業費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R６予算

【新】【集】
9 将来を担う若者交流促進事

業費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R６予算

10 ヤングケアラー支援対策推

進事業費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R６予算

県内外の若者が交流する場を設けるとともに、将来を担う若者の交流促進に
ついて意見交換を行います。

　　　・若者自らが若者同士の交流について検討する場として検討会議を開催
　　　・若者との意見交換、若者の交流の場としてワークショップを開催

4,466 R５当初 0

170,526 R５当初 172,293

ヤングケアラーを必要な支援に結び付けるため、相談窓口の設置やコーディ
ネーターの配置等により支援体制の整備を図ります。

　　　・ヤングケアラー専用相談窓口を設置
　　　・市町村との連携調整や支援体制の構築を後押しするコーディネーター
　　　　を配置
　　　・関係機関職員対象の研修会、一般県民対象のシンポジウムを開催
　　　・当事者及び家族のための外国語対応通訳を派遣

[R5.6月補正等] [21,113]

大学等への進学希望を応援するため、将来有望な若者に対して給付型奨学
金を支給します。

　　　・給付額　　　国公立3万円/月　私立5万円/月　等
　　　・選考基準　 家計・学力や顕著な活動実績等を基に選考
　　　・募集時期　 令和6年秋頃を予定

*受給者アンケートにおいて、本奨学金が進学の後押しとなった者の割合：
 60%以上(2024年度)

44,556 R５当初 25,306

子ども・若者が健やかに育つことができ、支援を必要とする子ども・若者を支え
ることができる環境を整備します。

【拡】・発達障がいのアセスメント人材を養成するため、発達障がい情報・支援
　　　　センターに検査用具を配置し、検査方法についての研修等に活用
　　　・信州こどもカフェ普及拡大のため、運営費を支援するとともに、開催
　　　　頻度向上のための研修会を実施
　　　・こども基本法に基づき子どもの声や、女性・若者の声を政策に反映
　　　　させるため、定期的に意見を聴くモニター制度を実施　等

*信州こどもカフェを設置している市町村数：
  50市町村(2022年度)→59市町村（2024年度）

*市町村のネットワーク体制構築数：50市町村以上(2024年度)

14,477 R５当初 15,976
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

11 ひとり親家庭支援事業費
[040701]

こども若者局こども・家庭課 R６予算

12 新たな社会的養育推進事

業費
[040801]

こども若者局児童相談・養育支援室 R６予算

◎ 公正な社会の実現

13 多文化共生推進事業費
[040201]

多文化共生・パスポート室 R６予算

125,661

*母子家庭等就業・自立支援センター新規登録者の就職率：71.5%(2024年度)

ひとり親家庭が抱える課題を解消するため、就業支援、養育費の確保支援
及び経済的支援など総合的な支援により、ひとり親家庭を支援します。

　　　・就業支援員を配置し、職業の紹介、情報提供を実施するとともに、
　　　　就職に有利な資格等を取得するための講習会を開催
　　　・職業能力開発に係る受講費や訓練期間中の生活費の支援を実施
【拡】・生活の安定と児童福祉の増進を図るため、低所得のひとり親に対し
　　　　児童扶養手当を支給
　　　・養育費確保を支援するため、弁護士による法律相談の実施に加え、
　　　　公正証書等の作成に係る費用を補助
【拡】・経済的課題を抱える家庭の子どもに対し、模擬試験費用及び
　　　  大学等の受験料を補助する市町村の取組を支援

1,186,225 R５当初 1,203,215
[217,638]

子どもの最善の利益の実現に向けて、社会的養護が必要な児童の養育環境
の改善を図るとともに、全ての子ども及びその家族を社会全体で支えていく取
組を推進します。

　　　・里親の新規開拓から、里親委託後の養育相談までを一貫して行う
　　　　乳児院による包括的里親支援を推進（2か所）
【拡】・産科医療機関、乳児院等の専門機関が連携した、出産後の養育に
　　　　リスクを抱える妊産婦等への相談支援、入所等による生活支援を実施
　　　・身近な場所で専門的な児童家庭相談を行う児童家庭支援センターの
　　　　運営費を支援
【新】・子どもの権利擁護実現のため、アドボケイト制度（子どもの意見を聴く
　　　　仕組）を導入し、子どもの声に適切に対応する体制を整備

*里親等委託率：16.1%(2018年度)→23.8%(2024年度)

149,603

[R5.4月専決]

R５当初

国籍や文化等の違いを認め合い、共に学び、共に地域の活力を創造する多
文化共生社会づくりのための取組を推進します。

　　　・モデル的な地域日本語教室への運営支援において、日本語教師の
　　　  養成を新たに実施
　　　・「やさしい日本語」を活用した国際交流イベントの開催
　　　・長野県多文化共生相談センターの運営
【新】・外国人県民のための医療通訳（一般診療時の電話通訳）の整備

*日本語教師養成数：10人（2024年度）
*長野県多文化共生相談センター実施の相談員研修会受講者の満足度：
　90%(2024年度)
*医療通訳利用件数：200件（2024年度）

37,234 R５当初 35,139
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

14 人権尊重推進事業費
[040401]

人権・男女共同参画課 R６予算

◎ 女性が自分らしく輝ける環境づくり

15 男女共同参画推進事業費
[040402]

人権・男女共同参画課 R６予算

【新】【集】
16 「女性から選ばれる長野県

を目指すリーダーの会」運

営事業費
[040402]

人権・男女共同参画課 R６予算

「県民一人ひとりが性別によって制約されることなく、より伸びやかに暮らせる
長野県」を目指して、男女共同参画施策を実施します。

　　　・女性活躍推進アドバイザー派遣等による企業の実情に応じたきめ
　　　　細かな支援の提供及び他の企業への情報の発信
　　　・「防災」の視点からの地域における男女共同参画の促進
　　　・男女共同参画センターにおける県民対象の講座等及び女性相談、
　　　　男性相談の実施

*啓発講座の満足度：85%（2024年度）

23,774 R５当初 25,895

「人権が尊重される長野県」を実現するため、親しみやすく分かりやすい人権
啓発活動を通した県民一人ひとりの人権尊重意識の高揚や、人権問題に直
面した県民への相談対応・支援等、社会経済情勢に応じた多様な手法による
人権施策を推進します。

　　　・人権フェスティバル等の人権啓発イベント、講演会、研修会等の実施
　　　・県内プロスポーツチームや長野美術専門学校と連携した人権啓発の
　　　　実施
　　　・長野県パートナーシップ届出制度の運用
　　　・人権啓発センター、性暴力被害者支援センター「りんどうハートながの」
　　　　の運営
　　　・犯罪被害者等に対する見舞金の給付及び無料法律相談等の支援の
　　　　実施、関係機関との連携体制の整備

*啓発イベント等のアンケートにおいて「理解が深まった」、「気付きがあった」等と
　回答した者の割合：90%(2024年度)

132,127 R５当初 127,624

女性の職業生活における活躍の推進に向けて、「女性から選ばれる長野県を
目指すリーダーの会」の活動を通じて、企業・法人、自治体のリーダーの意識
改革を促し、女性が自分らしく働ける環境づくりに向けた取組を推進します。

　　　・メンバーを対象としたリーダーミーティングの開催
　　　・メンバー拡大を図るため、メンバー以外のリーダー等に向けた情報
　　　　発信等の実施

*「女性から選ばれる長野県を目指すリーダーの会」メンバー数：70人（2024年度）

9,278 R５当初 0
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

◎ 自分にとっての幸せを実現できる学びの推進
【集】
17 「信州学び円卓会議」開催

事業費
[040503]

県民の学び支援課 R６予算

18 県民の学び支援事業費
[040503]

県民の学び支援課 R６予算

◎ 多様な学びの環境の創出
【新】【集】
19 信州型フリースクール推進

事業費
[040602]

こども若者局次世代サポート課 R６予算

20 信州サマー・ウインタース

クール推進事業費
[040503]

県民の学び支援課 R６予算

11,305 R５当初 6,518

多様な学びの場の充実を図るため、信州自然留学（山村留学）の取組を推進
するとともに、国内外の学びに触れ、交流を深めるイベント等を開催します。

　　　・信州自然留学（山村留学）推進協議会の運営、情報発信
　　　・イベント「Learn by Creation NAGANO」の開催

*信州自然留学（山村留学）の留学者数：254人(2025年4月)
*イベント等の参加人数：900人(2024年度)

6,626 R５当初 9,426

変化が激しく先行き不透明な時代にあって、これからの子どもたちにとって学
びの選択肢の充実や個別最適な学びを実現するために何が必要かを幅広く
検討し、関係する様々な主体における取組や県民全体の機運醸成につなげ
ます。

　　　・信州学び円卓会議の準備、開催等
　　　・個別最適な学びのあり方を考える県民との意見交換
　　　・個別最適な学びについての情報発信・意見収集
【拡】・地域住民が学びについて自ら考える対話・検討の場の開催支援

不登校児童生徒等の多様な学びの場の確保・充実のため、信州型フリース
クール認証制度を創設し、フリースクール等民間施設の運営を支援します。

　　　・認証した信州型フリースクールに対し運営経費を補助
　　　・認証した信州型フリースクールの運営者や職員等の支援力向上の
　　　　ための研修を実施
　　　・不登校児童生徒やその保護者、教育関係者へフリースクール等民間
        施設の情報を広く発信するための総合ポータルサイトを構築
　　　・不登校児童生徒の支援機関相互の連携づくり等を担うサポート人材
　　　　を配置

*信州型フリースクール認証数：45施設（2024年度）

80,174 R５当初 0

信州サマー・ウインタースクールの推進により、子どもたちの多様な興味関心
などに対応する学校外の学びの機会を県内各地で創出します。

　　　・アドバンス・ラーナーを対象とした自由研究型プログラムの開催を支援

*プログラムの参加者数：30人(2024年度)

1,732 R５当初 0
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事　　業　　内　　容　及　び　金　額　（千円）
(＊は成果目標）

事　業　名
［事業改善シート番号］

（関係するSDGｓのアイコン）

21 私立学校振興事業費
[040501]

県民の学び支援課 R６予算

◎ 高等教育の振興

22 高等教育振興事業費
[040502]

県民の学び支援課 R６予算

23 信州理系学生キャリア探索
事業費
[040502]

県民の学び支援課 R６予算

女性・若者の県内就職への選択肢の拡大を図るため、理工系学生が県内企
業への理解を深める機会や、県内女子高校生が自分のロールモデルとなるよ
うな社会人からキャリア形成のアドバイスを受けられる機会を創出します。

　　　・県外大学と連携し、理工系学生を対象とした課題解決型プロジェクト
　　　　を実施
　　　・県内女子高校生と県内企業で活躍する理工系学部出身の女性社員等
　　　　との交流会を実施

*参加者アンケートで、長野県の企業への理解・就職意欲が高まった者の割合：
　80%以上(2024年度)

4,317 R５当初 3,338

長野県立大学及び同大学院が行う教育研究活動や地域貢献活動を支援する
とともに、県内高等教育機関の魅力向上と産学官連携による県内への人材定
着のため、学生のキャリア形成や社会人のニーズに合わせたリカレント教育な
どを支援します。

【拡】・第2期中期目標に基づき実施するデジタル人材育成に要する経費を
　　　 拡充するほか、授業料減免など、長野県立大学に対する運営費を交付
　　　・大学生のインターンシップのマッチング支援や海外インターンシップ
　　　 経費への補助
　　　・県内外に県内の大学及び短期大学の魅力を発信
　　　・社会人向けリカレント教育講座の開設経費への補助　　　　　　　 等

*長野県立大学卒業生のうち就職希望者の就職率：100%(2024年度)
*産学官連携インターンシップ事業の参加学生数(延べ人数)：
　69人(2023年度)→100人(2024年度)

1,128,507 R５当初 1,128,006

私立学校の教育条件の維持向上や児童生徒等の経済的負担の軽減のため、
運営費補助や授業料の支援などを実施します。

　　　・私立学校教育の質の維持向上のため、運営費を補助
【拡】・「長期預かり保育」を実施する幼稚園に対する運営費の補助単価
　　　　を引上げ
　　　・教育費負担の軽減を図るため、私立高等学校等に在籍する生徒に
　　　　就学支援金を助成
【拡】・年収目安590万円～750万円未満の世帯及び年収目安750万円～
　　　　910万円未満の子どもが２人以上いる世帯に対し、私立高校生等の
　　　　授業料負担が1/2程度となるよう支援

*私立高等学校全日制定員充足率：96.8%(2022年度)→96.8%以上(2024年度)
*私立高等学校授業料滞納率：0.05%(2022年度)→維持改善(2024年度)

12,576,670 R５当初 12,604,829
〔R5.6補正予算等〕 [25,072]
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